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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞
・１０月１３日（木）深夜チーフは、小向SGM→宮澤Nsへ変更となります。当番表は変更済です。
・定期検査を１０月１１日（火）から実施予定ですので、準備をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～歯科受診し抜歯した為、粥・キザミ食へ食事形態変更していましたが、本日夕食より常食へ変更となります。10/9、10/10、10/12の３日間外出を希望され、許可となっています。
・清水　徹様～本人希望しシンラック１本処方となっています。
・松橋　清子様～本日昼までで処方されていたPLは、飲み切り止めとなります。

・泉川　ケイ子様～本日9:30～10/10(月)16:30まで外泊予定です。処方されているPLは、飲み切り止めとなります。
・坪　邦俊様～10月採血について退院前に実施するか、主治医へ確認。10月11日実施指示あり。

＜要注目患者様ケース検討＞
・浅野　秀子様～本日腹部レントゲン・採血施行し、現在の点滴内容・状態と合わせ千葉（良）Drへ報告。腹囲昨日81.5㎝、本日75㎝まで減少も、腸管ガスは昨日よりは薄いものの、依然著明。ニボー像もあるとのこと。ソリタT3 100mg、プロスタルモンF 1A、パントール2A（12:00～20分で滴下）2日分の指示あり。主治医へNa、K、Clと、緊急値Ck、CRPと合わせ上記電話報告。本日排便ないときは、シンラック30滴。明日もない場合45滴。いずれも少量の水で、就床前時にと指示あり。点滴内容変更なし。シンラック1本処方となっています。10月10日（月）撮影できるスタッフがいれば腹部X-P指示あり。（佐藤亘技師は出勤予定。当日依頼お願いします。）以降は状態変化あれば日当直医へ報告するよう指示あり。

昨夜準夜帯37.8℃と熱発ありましたが、本日10:00体温36.7℃。「後は便が出ればねぇ。」と、穏やかに話されています。スタッフコール頻回。15～20分おきにトイレへ立っていますが、少量の排尿のみ確認しています。引き続き状態観察していき、変化が見られた場合、日当直医へ報告していきましょう。

16：50　午後より発熱　体温38.4℃まで上昇。君島Drへ経過と現在の処置内容報告、診察依頼する。発熱やCRP、WBCも上昇してきている為、急変の可能性あり。主治医指示のシンラック液内服は服用せず中止、膀胱留置カテーテル挿入、尿量観察の指示あり。

17：00膀胱留置カテーテル挿入する。尿量2300ml流出。腹部膨満、緊満消失している。

・澤田　ムメ様～深夜帯より微熱（37.1℃）ありとの申し送りあり。本日9:00体温37.2℃。


朝・昼食とも介助にて全量摂取されています。11:00オムツ内多量の排尿・便確認しています。時折奇声をあげることありますが、面会時は穏やかに過ごされていました。風邪症状は見られていません。自ら訴えること出来ない方ですので、引き続き経過観察していきましょう。

・昆　善三様～このところ下痢症状続いています。本人様は稀に腹痛を訴える程度で、気にしている様子見られません。エンシュアリキッド（1日1本）内服中。飲料、タバコ、冷え、既往歴など、様々なことが考えられます。引き続き状態観察し、原因を探っていきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・赤石　陽介様～下痢・悪寒等、身体的不調の訴え目立っています。食事量も時折不食見られるなど、安定していません。間食も目立っています。些細な事で精神症状不安定となる可能性もある為、安定した生活が送れる様、サポートしていきましょう。

・斉藤　仁和様～措置解除を強く希望していますが、主治医より、手の振るえを抑える事が先決である事、その後措置解除、外泊訓練実施し退院に繋げていきましょうと説明あり、本人了承されています。依然、手の振るえ著明ですが表情は明るく、本日の面会時でも、父様と落ち着いて会話されていました。自身の病気を認めたくないという思いも見え隠れしています。個別での疾病教室も検討していきましょう。
・渡部　亨様～本日昼食残食し、熱心にウォーキング行っている為、理由問うと「早く痩せて標準体重になり、カロリーの多い食事が食べたいから。」「どうせ家へ帰ったら食べるのを我慢できず太るから。」等、理屈に合わない内容を話されています。本日血圧も低値であり、身体状況は良くないと思われる事を説明しています。引き続き、身体症状の観察と、ウォーキング時転倒等ない様、見守り・介入を行っていきましょう。
・小平　祐子様～Ｂユニットへ移動後も、長時間の睡眠時間は確保できていない状況です。眠剤も増薬となっていますので、引き続き、睡眠状況の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　体臭が気になるとの情報あり。入浴時など保清は出来ており、衣類ではないかとの情報もあります。家族洗濯の方ですので、家族の協力も得るように旦那様へアプローチしていきましょう。
・藤井　崇史様～表情冴えず、交流も見られていません。「周りのひとから何か言われてる。」と被害妄想様の発言あります。昨日からセロクエル追加処方となっており、今後も増薬にともなった身体的訴えの有無等、状態観察していきましょう。

・神田　直樹様～「後１年って言われました。」と、主治医より措置解除のめどを伝えられた様子。さほど大きな変化は見られず、プログラムもしっかり参加しています。長谷川様との過度な接触目立ち、タバコなどのやり取りをしているとの情報あります。物のやり取りは、措置解除という目標のためにも良くないということを伝え、関わっていきましょう。

